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以上においてすぺて平均値は0て ある ものと假定 し

たカftOて ない ときも適當に露理することができる。
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π個 の確率 箆 教 翼1,… ・,∫?}の定 め る π次 元確 率分

布 の分 布 密 度 が.一 、 一

であるならば.一

が互に痛立であるための必要十分條作は

で あ る 。實 ぱ この性 質 ガ 正 規 分 布(1)の 特 性 なの で あ

る。 即 ち'1

定 理1・ ・　n個 の確率 翼 鼓Xt,・ …tXnに対して,

(2)のyとzと が,(3)が 成 り立 つ な らば必 ず独立

で あ るな らば,荊,・ …,π,・ は π家 元 正 搦 布 で,確
覧 じ

率 密 度(1)を もつ 。鱒

・注 童 潔レ・…,諏 に対して は.平 均 僅 や分 散 ル)存在

を 桜 虐 しな くて もよい 。

証明(i)n=2V`(の=E(exp(ε 縞))(己=1,2)
'と お く

。

y=・`・C。se+X.sin9,z=-X、sme+r、C。Sθ

は,假 是 に よつ て互 に摘 立 で あ るか ら,

E(exp(・8ン+ttz))=E(exP(tsy))E(exp(ttz))

・で あ る 。 この 爾 邊 を 靴 ,範 で表 せ ば,苅 と 晩 とは搦

、立 で あ る か ら 、',＼ 、1、

Vl(8C。se--tsine)¢2(ssine+tc。Sθ)(2)

=cat(3c。se)¢ 、(一一tsine)gt(3sine)9,(t6。 §の

が成 り立 つ 。 こ こ でe=rr14と して,s,tの 代 りに

V至 「s,〆7tと お け ば ・-

el(8-t)V2(3+の=91(3)ql(一 のq .(s)9:④(3)

とな る。 さ ら にs=t及 びs=-tと お けば'

、 ¢2(28)=lip1(8)Ppこ(s)2

Pl(23)=get(3)2fca2(9)1ユ ④

と な る・ こ掴'ら7鱒
,・ 、

-IVt(8)r=!9:(8)T(5)

が わ か る 。又(3)の 酉 邊 の 絶 封 随 を とつ て

s=rt(r=1,2,・ …)と す れ ば

「9・((r-1)t)ll9・(r+1)t)1=lg・(rt)i:【 ¢.(t)i2(6)

とな る。(4)の 曜iの 把 封1直 を とれ ば
';

9、(2t)1=lg、(t)i4ノ

で あ るか ら,(6)を 用 い て,rに 闘 す る数ii鞠 諺署 ～訣



'に 上つ て

が成 り立 つ こ とが わ か る 。 ここ で ち=s/γ す とれ ば,

【ip、(9)lu'a=lif,(3/γ)1と な り。孤 び3=ptと おい て ・

黛=p/rに対して

が成 り立つ。g;は 蓮籔であるから,(8)は 任意の賞致

で成b立 つ01綾 にt=1と お ぐと'

よ つ てe、(の ≡…2θる(2の(mod.1)を 得 る。 故 に

鑑(2㌦`)…≡㍗6、(t>(mod.1)で あ る。 こ こで 倉=ω を無

理 致 と お け ば,、.・

2π〃`(2・・ω)≡E2"ao㎝`(ingd.1),m`=2πa、(ω)1ω

とな る 。2"ω はm(冠.1で 到 る慮 鋼密 で あ り,又 θ・(の

は 参の連続 函 敦 で あ るか ら,結 局 、

となり,㌶ の分布は正規分布をなすことがわかつた。

しかも智.の分散aS=一 ・2'X・は共通である。

となる。これはn次 元正境分布(1)の 各注函孜であ
ノ

る 。(了)'.

注 窓``Xl,・ …,Xnの=二 弐 形 式 読 計玉qし 二(Ax,κ1,

q2=(Bx,x)(4Pβ は封 講 行 列)D;A8=Oな らば 必

ず独立 で あ る な ら ば,濯 昌(XLt●o・ ●,潔a)は 正 規 分 宵

(1)に 從 う':こ と がわか る 。 それ は(2)に対して

ql=ン2,q:=z:と おけ ば,AB=0と(3)と が{司直 て

あ るか らで あ る。 後 つ て衷 元 一Craigの 定 理 の 十 言 条

件 の 成 り立 つ の は,正 堤分 布 に誤 る こ とが わ か つた,

定 理Z``n個 の確 二 愛 象x1,… ・,Xnが,す べ

て 平 均 値及 び 有 誤 の分 散 を有 す る と き,も し も(2)D

y,2に対して,y,■ の揺 鵠 孫 致 が0な らば 必 す ン,9

が独立 とな る な らば,(∫ い●。.・,メリ、)は 正 見 分 右1に琵

フot

'澄 明(
Xt,・ …XTi)の π 個 の一 次影 式 嫉,・ …tn)

を適 嘗 に とれ ば,tl,・ … 、tnの 分 散 が すぺ て1で,且

つ相 互 の相 駕 係幾 をすぺ て0な ら しめ る こと が で き

る 。 この と きy':;Eee、t・,Z=Σ3・t・ に対して 、 その
`ム'

相開係致γは

を満足 す るか ら,(…)が その ま まy,2に対して 適 用 さ

れ る 。 從 つ て

で興 え られ るか ら,r=Oと Σ 箔 β、=0と は同 官 て ゐ

る 。 よつ て定 理1よ り(tt,・ … 、tn)は 工三畏 登 吉(1)

に 從 い 。 そ れ に よつ て又(τい …,X・s)も 蕉 更 庁で12

な す こ とがわ か る。(了)


